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１．はじめに 
山留め壁の許容変位は，近接構造物がある場合にはその近接条件等に応じて設定される．一方，近接構

造物等がない場合については，鋼矢板の許容変位を除けば規定されていないのが現状である．本検討は，沖 
積粘性土地盤にソイルモルタルを用いた山留め壁について，近接構造物がない場合の許容変位について検

討し，考察したものである． 
 
２．課題と検討条件 
対象とした地盤条件は，正規圧密粘性土が厚く堆積した地盤であ

る．このような地盤では，図-１に示すように山留め壁に貫通クラッ

クが生じると地下水が逸水し，広範囲に地盤沈下が生じることにな

る．この点に着目し，２次元ＦＥＭ解析によって，山留め壁変位と

ソイルモルタルの応力度との関係を検討し，ソイルモルタルに貫通

クラックが発生しないような変位を山留め壁の許容変位として設定

した．図-２，図-３に検討断面及び検討概念図を示す． 
 
３．検討方法 
図-４に示すとおり，腹起し及び芯材を梁要素，ソイルモル

タルをシェル要素とし，切梁バネと地盤バネに支持された２次

元ＦＥＭモデルに対して，面外方向から荷重増分法により側圧

を順次作用させ，山留め壁変位とソイルモルタルの応力度の関

係について検討を行った． 
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表-１ 材料の仕様 
材料 仕様等 
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図-４ 解析モデル 
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図-１ 地下水逸水による地盤沈下
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図-２ 検討断面 
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４．許容変位の設定方法 
貫通クラックはソイルモルタルの応力度が使用限界引張応力度（引張強度）を超えるときに発生するも

のとした．ソイルモルタルの引張強度は，コンクリート標準示方書（土木学会）を参考に表-２のように設

定した． 
表-２ 許容変位の設定方法 

設計基準強度 σck ＝ 0.5N/mm2 ソイルモルタ
ル材料物性値 引張強度 σｔ ＝ 0.23σck2/3 ＝ 0.145N/mm2 

上記引張強度に対して，現地盤の物性や現位置での撹拌によるソ
イルモルタル材料のバラツキ等を考慮し，材料係数を安全率とし
て見込んで，山留め壁の許容変位を以下のように設定する． 

許容変位の設定方法 

δａ＝δ0／ｆ 

δａ：山留め壁の許容変位 
δ0 ：使用限界引張応力度が発生するとき

の山留め壁の変位 
 ｆ：材料係数（安全率＝1.3） 

 
５．検討結果 
解析は，荷重の大きさを変化させた３ケースについて行った．図

-５に変位図，図-６に応力図の一例を示す．山留め壁の最大変位,
ソイルモルタルの最大応力度は，掘削底面付近で発生する．また,
ソイルモルタルの応力度は，切梁間の中心位置で大きくなる傾向を

示している． 
図-７は，各荷重ケースにおける山留め壁の最大変位とソイルモ

ルタルの最大応力度の関係を示したものである．荷重の増加に伴う

山留め壁の最大変位とソイルモルタルの最大応力度は，ほぼ比例関

係になる結果となった．この結果から山留め壁の許容変位は，表-

２に従って 7.5cm と設定した． 
δa ＝δo／ｆ 
＝9.7／1.3 
＝7.5cm 

ここに，δa：山留め壁の許容変位 
δo：使用限界時の山留め変位 
ｆ ：材料係数（＝1.3） 

図-５ 変位図 
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図-７ 山留め壁の変位とソイルモルタルの応力 

６．おわりに 
沖積粘性土地盤におけるソイルモルタルを用いた山留め壁のクラ

ックに着目し，解析によって許容変位を設定した．今後は，現場計

測等と照らし合わせながら，本検討結果の妥当性を検証していく必

要があると考えている． 
最後に本検討にあたり，岡山大学西垣誠教授に御指導頂いたこと

を記して感謝いたします．  
図-６ 応力図 
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